尾道市子ども科学展出品作品決定にあたっての審査の観点

尾道小学校教育研究会理科部会

「科学研究」について、子どもたちへの指導・助言及び評価の参考にしてください。

各学校に配布されています、広島県教育委員会3月発行の「科学研究のすすめ」は、研究主題“自然を感じ、自ら調べ、論理的に考え表現する子どもを育成するために”と定めています。そして、科学研究とはテーマの設定から、仮説や研究計画の立案、観察や実験の実施、結果の検討、分析・考察、まとめを含む、探究の過程のフルコースであるとしています。
　以下、この「科学研究のすすめ」の内容を簡単に紹介します。

　　３～４ページにかけて、研究を進めるには「児童生徒の実態を把握した上で科学研究全体を見通した指導が必要である」として、研究全体の流れを《Ｐlan→Ｄo→Ｃheck》の過程として図示しています。具体的には、

（１）研究テーマの設定（問題を発見する・問題を把握する・解決への見通しをもつ）

（２）研究計画の立案（研究の視点を決める・予備実験予備調査をする・研究仮説を設定する・計画を立てる）

（３）研究の実施（データを集める・整理する・考察する）

（４）研究のまとめ（レポートにまとめる・研究成果を発表する）

（５）研究の評価（教師による作品評価・児童生徒の自己評価）

という過程に整理してあり、詳細については次のページからくわしく書かれています。

15ページから18ページにかけて、研究の類型とその指導が整理されています。

研究の類型は、「観察・観測を主とする研究」「実験を主とする研究」「採集を主とする研究」「調査を主とする研究」の４つです。それぞれに、指導のポイントが示されていますが、それらは、同時に評価・審査の観点となりうるものです。

以下、尾道市子ども科学展の例年の「審査の観点」を示します。

	①自主性･････研究問題に無理がなく、自分の発想により、自発的に研究がすすめられているか。　　

②創造性･････研究方法にどのような創意工夫がなされているか。

　　　　･････研究内容に新しさを感じるか。

③信頼性･････ほかの人でも再現できる方法がとられているか。

　　　　･････実験・観察の条件の整え方が適切か。

　　　　･････採集をともなう研究では、進め方、分け方が適切か。

　　　　･････材料・器具・装置などが適当か・

　　　　･････調べた回数や個体数が適当か。

　　　　･････研究の途中で気づいたことを、さらに実験で確かめているか。

④理論性･････資料（データ）の整理や、解釈のし方が適当か。

　　　　･････実験結果の裏づけにより、正確に結論が導かれているか。

　　　　･････自分の能力をふまえ、分かりやすく書かれているか。

⑤安全と自然保全への配慮･･･研究方法・内容に安全や自然の保全への配慮が感じられるか。


◎以上、参考にされて、今後の児童・生徒の科学研究の参考になるような作品を用意いただきたいと思います。


























































